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まちなかで外S 人を多く見かけるようにな
り ました。上の数字は、元年12 月1 日 現在の
区内外国人登録者数です。10 年 前はおよそ8, CXX)
人 でし たから 、15B の増加。又 照。の52 人

に1 人は外国人という 割合です。

ほら 見 え た 鳥 が 自 然が 環境ウオッチング

野 鳥 観 察

, レ区は、今年度から、区民の皆さんに練や自然に対する関心を高めていただ14
ため「珊境ウオツチング」を行っています。その一環として、区民の皆さ

んから募った環境観察員による「` 荒川探鳥会」を開催。また、環廃観察員か
隘|も 月1 回野鳥の観察記録を提出していただいています。う回は、「荒川探
会」の様子と観察員からの区内野鳥の報告を 部紹介します。

2
時
間
で

3
4種
類
を
確
認

「
荒
川
探
鳥
会
」

H
月
2
3日
の
朝
。
荒
川
の
河
川

敷
で

「
見
え
た
見
え
夕

と
環
境

靦
察
員
た
ち
の
喜
び
と
驚
き
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

初
め
て
区
が
主
催
し
た
「
荒
川

探
鳥
会

」。
西
新
井
橋
・
扇
大
橋
間

の
右
岸
で
行
わ
れ
、1
0
歳
か
ら
8
0

歳
ま
で
4
1人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
「
日
本
野
鳥
の
会
」事
務
局

艮
の
市
田
則
孝
さ
ん
ほ
か
4
人

。

多
く
の
観
察
員
が
初
心
者
と
あ

っ
て

。
最
初
は
双
眼
鏡
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
コ
ー
プ
を
の
ぞ
い
て
も
、

な
か
な
か
姿
を
と
ら
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
ず
は
目
襌
物
を
キ

ヤ
ッ
チ
す
る
コ
ツ
を
教
わ
っ
て
か

ら

川
辺
で
観
察
開
始

ウ
グ
イ
ス
の
2
通
り
の
鳴
き

方

、(
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
と
(
シ
ボ

ソ
ガ
ラ
ス
の
見
分
け
方
な
ど
、
実

際
に
観
察
さ
れ
た
鳥
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
講
師
の
解
説
に
、
み

な
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た

2
時
間
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
後
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で

こ
の
日
見
た
鳥
を
確
認
す
る
「
鳥

あ
わ
せ
弋

観
察
さ
れ
た
主
な
鳥
は
、
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
カ
ル
ガ

モ
、(
ク
セ
キ
レ
イ

モ
ズ
、
ウ

ダ
イ
ス
、
ア
オ
サ
ギ
な
ど
3
4種
類

で
、
講
師
も
予
想
外
の
多
さ
に
び

こ
く
り
。

保
木
間
小
学
校
5

年
生
の
磯
部
真
弓
ち

ゃ
ん
、
笠
原
朋
ち
ゃ

ん
、
柏
野
明
子
ち
ゃ

ん
の
3
人
は
声
を
そ

ろ
え
て
、「
楽
し
か
っ

た
。
鳥
が
本
当
に
か

わ
い
く
て
。
ま
た
見

た
い
な
あ
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。身

近
な
自
然
の
宝

庫
、
荒
川
。
そ
こ
に

住
む
野
鳥
た
ち
が
、

観
察
員
に
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
の
す
ば
ら

し
さ
を
教
え
て
く
れ

た
一
日
で
し
た
。

軒
先
の
キ
ジ
バ
ト
一
家

西
新
井
六
丁
目
　
坂
本
義
治
さ
ん

坂
本
さ
ん
は
、
キ
ジ
バ
ト
が

自
宅
の
軒
先
に
巣
作
り
を
し
、

ヒ
ナ
に
エ
サ
を
与
え
る
と
こ
ろ

を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
方
に
キ
ジ
バ
ト
が

巣
を
作
っ
た
の
は
、
昨
年
か
ら
4

度
目
。昨
年
秋
、
布
団
を
干

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ベ
ラ
ン
ダ

に
枯
れ
枝
が
散
ら
ば
っ
て
い
る

の
で
、
上
を
見
上
げ
る
と
目
の

前
に
巣
を
発
見
。
巣
が
落
ち
な

い
よ
う
に
、
坂
本
さ
ん
が
木
枠

を
作
っ
て
置
い
て
や
り
、
観
察

を
続
け
ま
し
た
。

周
辺
は
西
新
井
大
師
に
近
い

住
宅
街
。
キ
ジ
バ
ト
も
人
間
の
す

ぐ
手
の
届
く
と
こ
ろ

で
繁
殖
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
と
驚
い

た
そ
う
で
す
。
キ
ジ

バ
ト
は
ガ
ラ
ス
や
野

良
猫
の
危
険
を
避

け
、
安
全
な
場
所
に

巣
作
り
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。坂
本
さ
ん
一
家

も
ガ
ラ
ス
を
追
い
払

い
、協
力
的
だ
っ
た

た
め
、今
年
は
3
回

も
巣
作
り
が
。

坂
本
さ
ん
は
「
私
は
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
と
し
て
、
勳
物
の
愛
情

を
テ
ー
マ
に
撮
り
続
け
て
い
る
の

で
、
と
て
も
い
い
モ
デ
ル
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

舎
人
公
園
の
人
工
池
を
観
察

伊
興
中
・
理
科
部
の
皆
さ
ん

伊
興
中
理
科
部
は
身
近
な
自

然
に
な
り
つ
つ
あ
る
舎
人
森
林

公
園
の
人
工
池
に
注
目
し
て
い

ま
す

。

週
2

回
、
部
員
が
交
代
に
人

工
池
を
観
察
。
カ
モ
の
種
類
が

ず
い
分
多
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。「

野
鳥
の
知
識
に
乏
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
区
の
環
境
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
た
と
こ

ろ
、
環
境
課
の
方
か
ら
人
工
池

と
野
鳥
の
生
息
の
関
係
を
、
何

年
か
続
け
て
調
べ
て
み
た
ら
お

も
し
ろ
い
の
で
は
と
提
案
さ

れ
、な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
す
部
顧
問
の
木
村
邦
子
先

生
。
す
で
に
バ
ン
の
っ
が
い
が

ヒ
ナ
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る
と

い
う
話
も
聞
か
れ
、
人
工
池
で

野
鳥
の
繁
殖
が
始
ま
っ
た
よ
う

で
す
。

理
科
部
は
今
回
の
荒
川
探
鳥

会
に
も
参
加
し
て
、
鳥
の
見
分

け
力
を
習
得

。
こ
れ
か
ら
の
活
動

が
楽
し
み
で
す
。

リ 岬14岫妬 心 と 叫聆 緬λ です

カワセミが飛んで来た
新田三丁目　田中良平さん

写
真
は
、
昨
年
1
0月

江
北
僑
そ
ば
の
都
民
ゴ

ル
フ
場
の
池
に
い
た
カ

ワ
セ
ミ
。「
エ
サ
を
探
し

て
い
る
よ
う
で
、
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
ま
し

た
。
水
中
に
ダ
イ
ビ
ン

グ
す
る
か
な
と
期
待
し

た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
そ
の
姿
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
夕

と
写

真
を
撮
っ
た
田
中
さ

ん
。田

中
さ
ん
が
初
め
て

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
し
た
の
は
、
4
年
前

の
大
井
野
鳥
公
園
。
そ

の
時
ま
で
同
じ
に
見
え

た
鳥
が
、
こ
ん
な
に
種
類
が
分
か

れ
て
い
た
の
か
と
驚
い
た
そ
う
で

す
。そ

れ
か
ら
後
、
す
ぐ
そ
ば
を
流

れ
る
荒
川
で
。毎
日
鳥
た
ち
の
観

察
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
鳥
を
撮
影
。
そ
の

中
で
最
も
珍
ら
し
い
も
の
の
一
つ

が
、
こ
の
カ
ワ
セ
ミ
で
し
た
。

最
近
、
荒
川
で
カ
ワ
セ
ミ
を
見

た
と
い
う
連
絡
が
環
境
課
に
届
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
荒
川
の
水

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
証
し
で

し
ょ
う
か
。

田
中
さ
ん
は
亙
川
は
川
本
来

の
自
然
の
姿
を
い
つ
ま
で
も
と
ど

め
て
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
願
っ

て
い
ま
す
。

泌Q めかわいらL い各が綱多 毟逞ら 池j i L り

麈爨ノ1 卜に エ サ を せ が む ヒ ナ

人
工
池
に
生
息
す
る
バ
ン
心
親
子

交 通 事 故 に
気 をつ け て

政府・非常
事 態 宣 言

・

増
加
す
る
交
通
事
故

1
1月
2
8日
、
政
府
の
交
通
安

全
対
策
本
部
は
、
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
る
た

め
、
「
交
通
事
故
非
驚
事
態
宣

言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

1
1月
2
8日
現
在
、
区
内
で
発

生
し
た
人
身
事
故
は
2
千
2
4
7

件
、
死
者
が
2
0人
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か

け
て
、
交
通
事
故
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
正
し

く
守
り
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防
ご

二
輪
車
の
事
故
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
二
輪
運
転
者
は
次
の

こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用

▽
交
差
点
で
は
、
対
向
の
右
折

車
お
よ
び
併
進
す
る
左
折
車

に
注
意

▽
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
、
必
ず

ス
ピ
ー
ド
を
落
す

・
子
供
や
お
と
し
よ
り
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
の

が
、
子
供
と
お
と
し
よ
り
の
交

通
事
故
で
す
。
次
の
こ
と
を
守

り
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
横
断
歩
道
を
渡
る

▽
信
号
無
視
や
信
号
の
変
わ
り

目
は
無
理
な
横
断
を
し
な
い

▽
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る

「
自
転
車
も
の
れ
ば
車
の
な

か
ま
い
り
」

《
足
立
区
、
千
住
・
西
新
井
・

綾
瀬
警
察
暑
》

あいネット21

加入者
募集中

「

区

の

お

知

ら

せ
」
か

ら
「

株

価
情

報
」

ま

で
。

ま

た
、

ス

ポ

ー

ツ

施
設

の

空

き

状
況

を
画

面

で
見

、
そ

の

場

で
予

約

で

き

る

「
あ

い

ネ

ッ

ト
2
1

」
。
あ

な

た

も

利

用

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

加

入

者

を

募

集

し

て

い

ま

す
。設

置
工
事
費
用
や
申
込
方
法

な
ど
く
わ
し
く
は
、
広
報
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
報
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

青
少
年
健
全
育
成
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

テ
ー
マ
「
四
季
の
遊
び
」

「
四
季
の
遊
び
」
を
テ
ー
マ

に
募
集
し
た
青
少
年
健
全
育
成

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
。2
千
2
1
5点

も
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
次
の

と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

大
坂
ひ
と
み
(
平

野
ふ
2
年
)

優
秀
賞

久
保
真
衣
子

芋
寿

第
二
小
2

年
)
、
雨
宮

章

(五
反
野
小
2
年
)
、斉
藤
桂

奈
(
弘
道
第
一
小
2
年
)

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

天
笠
さ
や
子

芋

寿
第
二
小
4
年
)

優
秀
賞

菊
池
廣
隆
(
千
寿
第

二
小
5
年
)
、
新
井
雅
子
芋

寿
第
二
小
5
年
)
、塩
原

歩

(千
寿
第
三
小
4
年
)
、木
村

真
理
子

♀

寿
第
四
小
4
　

年
)
、
三
橋
可
奈
(
千
寿
第
七

小
6
年
)
、
山
口
美
香
元

宿

ふ
6
年
)
、
井
出
野
洋
平
(
五

反
野
小
5
年
)
、
山
本
倫
子

(西
新
井
第
二
小
4
年
)
加

藤
尚
典
(
西
新
井
第
二
小
5
　

年
)
、
関
根
千
尋
(
花
畑
小
4
　

年
)
、
深
田
美
和
(
伊
興
小
4
　

年
)
、
西
川
貴
子
(
栗
原
小
4
　

年
)

▽
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

吉
野
昌
代
(
第
十

一
中
2

年
)

優
秀
賞

小
針
朝
子
(
第
十
三

中
2
年
)
、
金
野
康
寛
(
第
十

三
中
2
年
)

そ
の
ほ
か
、佳
作
3
6
点

努
力

賞
5
8点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
作
品

は
平
成
2
年
版
「
す
こ
や
か
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
戴
し
ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
区
内
の

小
・
中
学
校
の
各
学
級
、
区
の

公
共
施
設
等
に
掲
示
し
ま
す
の

で
。
ぜ
ひ
全
ペ
ー
ジ
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
子
供
た
ち
の

力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

《
青
少
年
課
》

小
学
校
低
学
年
の
都
最
優
秀
賞

の
大
坂
ひ
と
み
さ
ん
の
作
品
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募

集

区
立
学
童
保
育
室

平
成
2
年
4
月
入
室
児
童

来
年
の
4
月
入
室
の
児
竃
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

。

申
込
み
で
き
る
方
　
働
い
て
い

た
り
、
長
期
の
儕
気
な
ど
の

た
め
に
授
葉
終
了
後
の
児
童

の
め
ん
ど
う
を
み
る
こ
と
が

で
き
な
い
保
護
者

入
室
で
き
る
児
童
　
4
月
か
ら
　

小
学
1
～
3
年
生
に
な
る
児
　

量

定
員
　
各
保
育
室
萄
人
{
た
だ

し

、東
綾
瀬
児
童
館
は
5
0人

、

千
住
あ
ず
ま
児
童
館
は
5
5
　

人
}

保
護
者
負
担
金
　
月
額
3
千
回

円

苑
童
―
人
分
)

申
込
方
法
　
申
請
一

、
家
庭
状

況
票

、
助
務
証
明
s
(
用
紙

は
各
保
育
室
に
あ
り
ま
す
)
　

を
持
参
し
て
希
望
す
る
保
育

室
へ
{
左
上
表
}

申
込
期
限
　
1
月
1
0
日
～
2
3
日

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

学
童
保
育
係

e
脯
5
1
8
1

※
私
立
み
ど
り
字
重
保
育
ク
ラ

ブ
(
異
本
小
学
校
内

　
圀
7
2
4
0
)

に
入
室
希
望
の
方
は

、

直
接
ク
ラ
ブ
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

区
立
幼
稚
園
児

二
次
募
集
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
に
入
園
す
る
各
区

立
幼
稚
園
の
5
歳
児
に
ま
だ
余

裕
が
あ
り
ま
す

。な
お
、元
宿
・

江
北
・

訊

幼
稚
園
の
4
戚
児

も
若
千
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

各
園
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で

、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

応
募
資
栖

区
内
在
住
の
4
歳

児
(
昭
和
前
年
4

月
2

日

～
昭
和
6
1年
4
月
1
日
生
)
、

5
歳
児
(
昭
和
5
9年
4
月
2
　

日
～
昭
和
6
0
年
4

月
1

日

生
)

申
込
先

入
園
希
璽
の
各
区
立

幼
稚
園
(
左
き

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
学
事
第

二
係

　
鮫
―
―
―
―
㈹

学 童 保 育 室 申 込 先

各区 立幼 稚園 申込 先

福

祉

ご
利
用
く
だ
さ
い

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
・
ミ
ド
ル
ス
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
・

給
食
サ
ー
ビ
ス

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
(
ね
た
き

り
老
人
短
期
保
護
)
・
ミ
ド
心

ス
テ
ィ
(
ね
た
き
り
老
人
中
痼

保
護
)
事
業
と
は

、
ね
た
き
り

の
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
病

気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
事
爾
が

生
じ
た
と
き

、
お
と
し
よ
り
を

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
一
時
的
に
お
預
り
す
る
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
入
脾
加
療

を
嬰
す
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。ま

た
、
袷
食
サ
ー
ビ
ス
は
同

セ
ン
タ
ー
で
週
2
回
、
バ
ラ
ン

ス
良
く
栄
養
の
あ
る
昼
食
を
用

意
し
ま
す
。
徒
歩
で
通
所
可
能

な
6
5斌
以
上
の
一
人
住
ま
い
、

ま
た
は
ご
宍
婦
の
み
の
世
帝
の

方
が
対
象
で
す
。

利
用
高
股

高
齢
者
在
宅
サ
ー

ピ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
は
な
は

た
(
花
畑
4
-
3
9
-
1
0
)

▽

紫
膺
園
(
入
谷
3
1
3
-
6
)

利
用
期
間
・
賢
用
等

下
表
の

と
お
り

申
込
・
間
合
せ
先

本
庁
倉
・

老
人
嘱
祉
係

脚
1
1
1
1

㈹

シ ョー 卜ス テ ィ・ ミド ル ステ ィ・ 給 食サ ービ ス

※ 年末 年 始は 利用 で きま せん。

お
と
し
よ
り
の
方
へ

民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

区
で
は
、
お
と
し
よ
り
の
方

に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

住
毛
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
区
内
に
1
年
以
上
お

住
ま
い
の
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
方
で
、
次
の
薺
件
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
6
5戚
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世
帯

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て

日
常
生
活
を
営
め
る
方

▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
安
全
・
健
康
上

薯
し
く
環
境
の
悪
い
住
宅
に

住
ん
で
い
る
方

▽
身
元
保
証
人
が
得
ら
れ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
舎
・

老
人
褌
祉
係a

脱
1
1
1
1

㈹

保
健
・
衛
生

年
末

年
始

食
べ
物
安
心
チ
ェ
ッ
ク

年
末
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品

が
出
回
り
、
不
良
品
も
紛
れ
込

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ

と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
。
元
気
で

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▽
パ
ッ
ク
初
は
表
示
を
確
認
　

纛
ラ
ペ
ル
の
製
造
年
月
日
や

食
品
添
加
物
を
確
認
し
ま
し
よ

▽
冷
蔵
庫
に
は
ゆ
と
り
を

冷
気
が
庫
内
全
体
に
よ
く
行

き
わ
た
る
よ
う
に
、
十
分
隙
間

を
も
た
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
料
理
開
始
は
手
洗
い
か
ら
　

セ
ッ
ケ
ン
を
使
っ
て
、
ま
ず

手
を
洗
う
こ
と
、
髪
の
毛
や
鼻
、

生
肉
・
生
魚
な
ど
に
さ
わ
っ
た

あ
と
も
、
こ
ま
め
に
洗
い
ま
し

▽
清
潔
な
器
具
で
準
備
万
端
　

ま
な
板
や
布
き
ん
、
ざ
る
な

ど
は
、
洗
刷
で
洗
っ
た
あ
と
、

天
日
乾
燥
や
。
塩
棄
系
源
白
剤

な
ど
で
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

▽
加
熱
は
十
分
に

食
中
毒
薗
を
熱
で
退
治
す
る

た
め
に
。
肉
や
魚
、
冷
凍
食
品

は
、
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

お
店
や
食
品
に
っ
い
て
の
、

問
い
合
わ
せ
、
ご
棚
談
は
、
足

立
保
健
所
(
　
S
4
1
5

恚

、

千
住
保
健
所
(
'
‘
腦
4
2
7
7
)

の
食
品
衛
生
担
当
へ
。

生
活
環
境

不
燃
化
建
て
替
え
相
談
ス
タ
ー
ト
!

=
燃
え
な
い
建
物
に
建
て
替
え
ま
せ
ん
か
=

区
と
衂
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は
、
大
震
火
災
時
の
安

全
な
避
難
略
。
延
焼
遮
断
帯
を

整
備
す
る
た
め
不
燃
化
促
進
助

成
事
葉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
禀
衆
は
、
不
僚
化
促
進

区
域
の
中
で
、
事
業
実
権
期
間

内
に
。
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た

不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
助

成
し
、
螻
初
の
不
燃
化
を
促
進

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
1
0地

区
で
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

一
不
燃
化
鰹
て
替
え
相
談
所
を

闘
設
し
ま
す

不
燃
化
促
邇
助
成
事
業
を
利

用
し
て
も
、
い
ざ
建
て
替
え
と

な
る
と
、
資
金
、
悦
。
法
律
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

区

と
ま
ち
づ
く
り
公
社
で

は
、こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、

建
て
替
え
や

す
く
す
る
た
め

に
、
不
燃
化
建
て
替
え
相
談
所

を
区
内
3

か
所
に
開
設
し
ま

す
。専
門
家
に
よ
4

螻
築
相
談
、

建
て
曾
え
に
伴
う
税
瞿
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
事
窺
対
象
地
区
内
で

建
て
替
え
相
談
に
来
ら
れ
な
い

方
に
は
、
不
燃
化
祖
談
員
(
ま

ち
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
が
、

お
宅
に
伺
い

、
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。(対
象
地
区
内
に

配
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
(

ガ
キ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)

相
談
場
所
お
よ
ぴ
日
時

右
下

表
の
と
お
り

奈
本
斤
舎
内
・
ま
ち
づ
く
り
公

社
で
は

、
相
鮫
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ

く
り
諏

　

覦
1
1
1
1

㈹
)

ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
公
社

{
　
m
3
6
1

旦

冫

相談場所および相談日( いずれも午後1時30分～3時30分)

不燃化建て替え例
(
A
)
住
宅専
用
型共同住
宅

(
B
)店舗
併用
住宅

安心生活万相談所のマーク

マ
ン
シ
ョ
ン
前
広
場
を
美
し
く

自
主
管
理
広
場
・
歩
道
整
備
援
助

区
で
は
、
足
立
区
環
境
黶
簿

指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
一
定
規

襦
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
建

般
す
る
際
に

。
自
志

冨
理
の
広

場
・
歩
遭
の
整
吻
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、
こ
の

広
鳩
や
歩
道
が
い
た
ん
だ
鳩

桟

一
定
の
基
車
を
満
た
し
て

い
る
も
の
に
対
し
て

、
舗
装

。

植
栽

、
遊
具

。
排
水
股
備
な
ど

の
改
修
・
補
修
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
整
爾
方
法
な
ど
の
相

鮫
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

細
足
立
区

ま
ち
づ

く
り
公
社
・
ま
ち
づ
く
り
事

業
譁

・
l
m
3
6
1
3

犬
・
猫
を
飼
う
ま
え
に
(
1
)

「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
」

最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
を
反

映
し
て
犬
や
猫
を
飼
う
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
は
家
族
の

】員
と
し

て
窖
ぴ
や
悲
し
み
を
一
緒
に
分

か
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
す
ば

ら
し
い
仲
間
で
す
。

し
か
し

。
犬
や
猫
を
舸
う
ま

え
に
ち
ょ
っ
と
考
え
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す

。

▽
犬
猫
の
習
性
と
生
理
を
理
解

し
て
い
ま
す
か

▽
人
に
迷
惑
や
危
害
を
与
え
な

い
よ
う
責
任
を
持
て
ま
す
か

▽
愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
う
こ

と
が
で
き
ま
す
か

と
く
に
、
最
近
は
犬
猫
の
ふ

ん
に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
が

噌
え
て
い
ま
す
。
犬
の
敵
歩
に

は
市
販
の
ふ
ん
取
り
や
祈
聞
紙

等
を
持
ち
歩
き
、
ふ
ん
の
仕
末

を
し
て
他
人
の
迷
惡
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た

、
猫
の
變
a

、

】定

の
鳩
所

に
何
度
も
持
っ
て

い

き
、
排
便
場
所
を
教
え
こ
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

次
回
は

、
犬
や
猫
を
飼
う
ま

え
に
②
「
描
の
飼
い
方
」
を
予

定
し
て

い
ま
す
。

Λ
衛
生
部
業
務
課
v

防

災

防
災
区
民
組
織
消
火
隊

ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
開
催

区
で
は
、
防
災
区
民
組
織
消

火
隊

函

隊
)
に
よ
る
ポ
ン
プ

啼
法
大
会
を
区
内
3
消
防
署
管

内
別
に
1
0月
2
2日
・
2
9日

。1
1

月
1
9日
に
閭
催
し
ま
し
た
。

操
法
大
会
の
成
鱗
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

□
足
立
消
防
一
一
内

孫

月
2
2

日
。
足
立
灣
婦
工
場
に
て

、
第
3

回
)

▽
C
級
ポ
ン
プ
の
郵

優
勝

足
立
一
丁
目
町
会
消
火

隊
凖
優
勝

足
立
西
町
企
消
火
隊

▽
D
級
ポ
ン
プ
の
郵

優
鰆

平
野
竹
親
町
会
消
火
隊

準
優
腆

大
谷
田
西
部
自
鉋
=
　

消
火
隊

咽
千
住
消
防
署
管
内
(
1
0
月
2
9

日

、
都
中
央
卸
売
市
鳩
足
立
市

場
に
て
、
第
3
回
)

▽
C
破
ポ
ン
プ
の
部

優
勝

千
住
大
川
町
東
町
会
消

大
隊

準
優
勝

千
佳
紬
町
町
会
消
火

隊
▽
D
級
ポ
ン
プ
男
子
の
郎

優
肋

少

絎

会
消
火
隊

準
優
叫

柳
原
北
町
会
消
火
隊

▽
D
級
ポ
ン
プ
女
子
の
部

優
腆

宮
城
警

一
団
地
自
冶
会

消
火
隊
第
二
班

凖
優
恥

宮
峨
第
三
団
地
自
冶

会
消
火
隊
第
】班

喇
西
新
井
消
防一

管
内
n

月
1
9

日

、
郁
中
央
即
売
市
場
北
足

立
市
鳩
に
て
、
第
4
回
)

▽
c
級
ポ
ン
プ
の
那

侵
勝

中
曽
根
町
会
消
火
隊

準
任
勝

心
千
谷
町
会
消
火
隊

▽
D
級
ポ
ン
プ
の
部

優
勝

入
谷
町
会
消
火
隊

準
優
勝

扇
】T
目
親
栄
町
会

消
火
隊

Λ
災
害
対
策
課
v

催

し

物

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

(
元
・
渕
江
少
年
少
女
合
唱
団
)

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

今

年

で
1
8
回

目

今
迎

え
る

。

ク
リ

ス

マ
ス

ー
チ

ャ
リ

テ
ィ

・

コ

ン
サ

ー
ト

で
す

。
ご
家
族

で

、

心
暖

ま

る
冬

の
ひ

と
と

き
を

お

過
ご

し

く
だ

さ
い

。
入

鳩
無

料

で
す

。

日
吟
1
2

月
2
2

日
(

金
)

。
午
後

6

時
3
0

分
開

演

鳩
所

文

化
二
茲

曲
目

第
1

部
1

祈

る
こ

こ
ろ

I

「
ア

ヴ
ェ

ー
ヴ

ェ
ル

ム

・

コ

ル
プ

ス
」

ほ

か
/

第
2

部

-

歌
の

メ
リ

ー
ゴ

ー
ラ

ウ
ン

ド

ー
'

赤
鼻

の
ト
ナ

カ

イ
」

ほ

か
/

第
3

部
-

合

唱

組
曲

「
マ
リ
ち
ゃ
ん
の
歩
い
た

夢
」
-
/

第
4
部
-
私
た
ち

の
う
た
I
『
ワ
ル
ツ
は
す
て

き
』
ほ
か

問
合
せ
免

本
庁

舎
・
文
化
振

興
係

・
‘
覬
1
1
1
1

㈹

成
人

の
日

の
集

い

該
当
者
　
昭
和
利
年
4
月
2
日

～
4
5年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
日
時
・
場
所
　
1
月
1
5
日
{
祝
}
　

▽
産
業
振
興
館
・
:
午
前
1
0
時
　
　

3
0
分～
正
午
、
千
佳
・
小
　
　

台
・
宮
城
・
新
田
地
区
に
　
　

在
住
の
該
当
者
▽
文
化
　
　

二
罷
(
午
前
の
部
)
=
・
午
　
　

前
1
0
時
3
0
分～
正
午
、
荒
　
　

川
以
北
の
国
道
4
号
線
か

ら
東
側
に
在
住
の
該
当
者
　

▽
文
化
会
館
(
午
後
の
部
)
　

・
・
・
午
後
一
時
3
0
分～
3
　

鰻

荒
川
以
北
の
国
道
4
　

号
線
か
ら
西
側
に
在
住
の

該
当
者

崇
駭
当
者
に
は
、
年
賀
(
ガ
キ

で
ご
案
内
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
合
・
青
少
年

踝
調
整
保

瑟
1
1
1
1

㈹

青
年
セ
ン
タ
ー

「
1
2月
の
シ
ネ
サ
ロ
ン
」

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
8
番
街
の
奇
跡

青
年
セ
ン
タ
ー
1
2月
の
シ
ネ

サ
ロ
ン
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
8

番
街
の
奇
防
』
を
お
届
け
し

ま
す
。
地
上
げ
の
禅
的
に
さ
れ

た
N
・
Y
の
ポ
ロ
ア
パ
ー
ト
に

突
然
硯

れ
た
2

台
の
小
型
円

盤
。
こ
I

ヨ
ー
ク
に
、
奇
跡

が
起
こ
り
ま
す
。

日
時
1
2

月
2
0日
{
水
}
、
午
後

7
時
か
ら

場
所
・
間
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

　
枷
0
0
6
1

お
知
ら
せ

「ゆず湯」

無
料
開
放

1
2月
2
2日
(
冬
至
)

の
区
内

公
衆
浴
鳩
は
、
お
と
し
よ
り
(
6
5

歳
以
上
)
と
子
供
(
1
2戚
以
下
)

の
皆
さ
ん
に
無
料
入
浴
開
放
し

ま
す

。

冬
至
は
1
年
で
昼
が
一
番
短

い
日
で

、
こ
の
日
以
後
か
ら
日

脚
は
少
し
ず
つ
の
び
て
い
き
ま

す
。古

く
中
国
で
は
、
こ
の
日
を

一
年
の
始
ま
り
と
考
え
、
新
た

な
気
持
ち
で
春
を
迎
え
る
た

め
、
ゆ
ず
湯
に
入
り

、
お
か
ゆ

を
食
べ
、
心
身
共
に
暖
ま
る
風

習
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ゆ
ず
湯
の
風
習
が
日
本

に
伝
わ
っ
た
の
で
す

。

一
家
そ
ろ
っ
て

、
ゆ
ず
の
香

り
豊
か
な
大
き
な
銭
湯
で
i

つ
た
り
の
ん
ぴ
り
襍
の
ふ
れ

雰

に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か

。

問
合
せ
先

衛
生
部
健
康
管
理

課

・
l
眤
1
1
1
1

㈹

教

育

相

談

《
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
》

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
校

を
嫌
が
る

、落
ち
つ
き
が
な
い
、

言
葉
が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん

の
教
育
上
の
問
題
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
方
に
、
専
門
の
心
理

相
談
員
や
教
職
経
験
豊
か
な
相

談
員
が
相
岐
に
応
じ
て

い
ま

す
。
相
談
内
容
は
秘
密
を
守
り

ま
す

。

□
面
接
楫
談

受
付
日
時

日
曜
・
祝
日
・
第

2
・
4
土
曜
日

を
除
く
毎
週

月
よ

曜
日

、
午
前
9

時

～
午
後
S
時
(
土
曜
日
は
正

午
ま
で
)

申
込
方
法

羃
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
摯
宣

昌
9
5
3
1

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
鮫

瀬
分
室
瑟
3
5
8
8

□
一

諾
に
よ
る
相
談

受
付
日
呻

祝
日
を
除
く
毎
週

月
y
金
曜
日
、
午
前
9

時

～
午
後
4
時
3
0分

相
岐
・
申
込
先

教
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
談
室

　
S
7
8
　
6
7
(
(
(

ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
硯
在
で
工
業
統
計

跼
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
髱

寨

に
属
す
る
事
業
所
の

う
ち

、
従
聚
者
4
人
以
上
お
よ

び
3
人
以
下
で
特
定
粟
種
が
対

象
で
す
。
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
桔
果
は
国
の
行
政
施
策
の

基
礎
資
科
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
1
2月
中
旬
か
ら
1
月
中
甸

ま
で
の
間
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係

　
鵺
5
0
3
3

年
末
年
始
の
ご
あ
ん
な
い

勤
労
福
祉
会
館

1
2月
2
8日
か
ら
1
月
4
日
ま

で
休
館
し
ま
す
。3
月
分
の
施

耿
利
用
抽
遇
会
は
1
月
5
日
に

行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

動
労
福
祉
会
館
　

跏
3
5
8
1

済

掃
作

業

ゴ
ミ
収
集
(
可
燃
一
分
別
)

年

末
は
1
2月
3
0日
(
土
)
ま
で

、

年
始
は
1
月
5
日
(
色

か

『
ら

。
く
わ
し
く
は

。
回
覧
ピ

ラ
お
よ
び
容
器
集
膾
胼
掲
示

の
ピ
ラ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

粗
大
ゴ
ミ

年
末
は
1
2月
訪
日

(
木
)
の
地
区
ま
で

。
年
始

は
1
月
5
日
{
金
}
の
地
区

か
ら
収
集

し
尿
収
集

早
く
た
ま
る
ご
衣

庭
は
1
2月
2
8日
(
木
)

ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
始

は
1
月
5
日
<
金
)
か
ら

問
合
せ
先

足
立
東
清
掃
事
務

所
　

嵋
0
7
1
1
}

、
足
立

西
清
掃
事
務
所
{
　
ｓ
2
1
　
4
1
}

年

金

あ
な
た
の
ご
家
庭
に

「
ね
ん
き
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
!
!

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
身
近
な
国
民
年
金
で
あ
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、
今
月
7
口

か
ら「
ね
ん
き
ん
カ
レ
ン
ダ
J

を
各
戸

に
お
配
り
し
て
い
ま

す
。か

わ
い
い
子
供
と
う
さ
ぎ
な

ど
の
イ
ラ
ス
ト
の
入
っ
た
楽
し

い
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
国
民
年
金

の
し
く
み
を
分
り
や
す
く
解
説

し
た
初
語
風
の
さ
し
絵
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

閥
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
曄

晦
5
1
5
1

かわいいイラストが部屋を
飾ります

1
2月
の
年
金
出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
保
険
料
を
た
め
て
し
ま
っ
て

納
め
ら
れ
な
い

▽
事
情
が
あ
る
の
で
、
も
う
少

し
待
つ
て
ほ
し
い

▽
長
い
こ
と
納
め
て
い
な
い
の

で
。
年
金
は
も
う
も
ら
え
な

い
の
で
は
な
い
か

▽
年
金
の
し
く
み
や
手
続
き
が

よ
く
分
か
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
ご
相
談
に
こ
た

え
る
た
め
、
毎
月
。
出
張
相
岐

を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
2月
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
鰹
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係

　
S
5
1
5
1

12 月の年金出張相談

セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

=
今
、
働
こ
う
と
す
る
女
性
へ
=

仕
事
に
出
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
自
信
が
な
い
、家
族
に
迷

思
を
か
け
た
く
な
い
な
ど
、今

一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
あ
な

た
。自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
た

仕
事
探
し
の
き
っ
か
け
と
し

て
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
平
成
2
年
1
月
1
9
日
　

～
3
月
2
3
日
の
毎
週
兪
曜
日
　

(
全
1
0
回
)
。午
前
1
0
時
～
正
　

午
対
象

区
内
在
住
・
在
助
・
在

学
の
女
性

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

内
容
・
講
師

下
表
の
と
お
り

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
{
フ
リ
ガ
ナ
}
、
年

齢
、
職
葉

、
電
話
番
号

、
希

望
理
由
弌
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
1
2
月
2
5日
必
着

峯
子
斤
で
中
の
女
性
も
女
心
し

て
学
べ
る
よ
う

、2
歳
以
匕

、

学
煦
剛
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を

し
ま
す
。希
望
の
方
は
、子
供

の
氏
名
ヲ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月

川
、性
別
を
申
込
み
(
ガ
キ
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
1
月

1
2
日
(
金
)
、乍
前
1
0
時
～
日
時

に
行
い
ま
す
。

嶋
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦

人
総
合
セ
ン
タ
ー
{
〒
旧
晦

田
7
-
3
3
F
I
エ
ル
ソ
フ
ィ

ア
内
}

・
i
膕
5
2
2
2

再就職セミナ ー日程表

掲
示
板

□
放
送
大
学
学
生
募
裏
中

放
送
大
学
は
。
テ
レ
ビ
こ
フ

ジ
オ
を
活
用
し
た
新
し
い
教
育

シ
ス
テ
ム
に
よ
り

、
身
近
に
学

習
で
き
る
新
し
い
大
学
で
す
。

今
、
放
送
大
字
で
は
平
成
2

年
度
第
1
字
期
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

授
東
開
始
2

年
4
月
1
日

受
付
期
限
2

年
2
月
1
5日

事
集
人
a
1

万
7
干
(

湛
考
方
法

蠹
―

气

原
則

と
し
て
応
募
順

※
資
料
は
郵
便
(

ガ
キ
ま
た
は

電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

間
合
せ
・
申
込
・
彎
料
請
求
先

放
送
大
宇
不
鄙
(
〒
沺
千
葉

市
若
葉
2
-
1
1
、
き
0
4
7
　
2
7
6
5
1
1

恚

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

?
6
0
0

□
家
庭
復
帰
の
た
め
の
郡
立
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
釧
練
施
吸
L
(
I

フ
ウ
ェ
イ
『
ウ
ス
』(
I

フ
ウ
ェ
イ
(
ウ
ス
は

、
脳

卒
中
や
骨
折
そ
の
ほ
か
の
病
気

等
の
後
遺
症
の
た
め

、
身
の
回

り
の
こ
と
が
十
分
で
き
な
い
お

と
し
よ
り
に
入
所
し
て
い
た
だ

き
、
家
庭
や
社
会
生
活
に
必
要

な
助
作
や
言
葉
の
馴
練

、
ご
家

族
の
介
助
の
仕
方
に
つ
い
て
助

言
な
ど
を
す
る
都
立
施
設
で

す

。

対
象

▽
原
則
と
し
て
6
5纜
以

上
の
方
(
塰

ご

よ
っ
て
は

、

5
5戚
位
か
ら
利
用
可
)

▽

病
院
等
で
基
本
的
な
治
療
や

釧
練
を
柊
え
、
寨
内
程
度
の

移
助
が
で
き
右
方
(

杖
、
歩

行
器
、
車
椅
子
な
ど
の
便
用

も
含
む
)

▽
自
分
で
排
せ

う
で
き
る
方
(

ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ

、
尿
器
の
便
用
も
含

む
)

訓
練
内
容
　
理
栄
廠
法
、
作
業

療
法
、言
語
療
法

▽
洗
面

、

食
事
、
更
衣

、
排
せ
う
、
入

浴
等
の
日
常
生
活
馴
練

な

どく
わ
し
く
は

、
東
京
都
養
育

院
板
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
ー
(
I

フ
ウ
ェ
イ
(
ウ
ス
室
{

‘
S
1
1
3
1
}

へ

。

みんなの健康 足 立 保 健 所　　855- 4151千 住 保 健 所　 　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　 　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　 　880- 5351
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伝 統 の美しさを調 べ にの せて

佐野 謡曲 会
片
か
さ
ご
や
こ
の
う
ら
ぶ

ね
に
ほ
を
あ
げ
て
～
つ
き

も
ろ
と
も
に
い
で
じ
お
?
　

ろ
う
ろ
う
と
流
れ
る
高
砂
の

調
べ
。
謡
っ
て
い
る
の
は
、
佐

野
謡
曲
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

謡
曲
は
「
う
た
い
」と
も
い
わ

れ
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
能

の
声
楽
部
分
に
あ
た
り
、
短
い

言
葉
で
物
語
を
表
現
す
る
た
め

奥
行
き
が
深
い
も
の
。
佐
野
セ

ン
タ
ー
の
謡
曲
教
室
修
了
者
で

発
足
さ
せ
た
も
の
の
、
現
在
で

は
男
性
I
大
、
女
性
4
人
の
計
5

人
。
そ
れ
で
も
1
1月
4
・
5

日
の
唯
垪
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で

は
、
雲
雀
山
や
仕
舞
の
羽
衣
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
み
っ
ち
り
1
0年
修
業
し
て
I

人
前
。
そ
れ
が
た
っ
た
3
年

半
で
大
前
に
出
て
し
ま
っ
た
」

の
で
、「
や
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ

た
と
反
省
し
た
の
が
初
舞
台
の

感
想
で
す
」と
佐
野
文
子
さ
ん
。

月
2
回
の
け
い
こ
の
ほ
か
、

テ
ー
プ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
も
活
用

し
て
、
耳
か
ら
覚
え
る
訓
練
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
強
弱
、
高
・
中
・
低
音
を

謡
い
分
け
、
声
を
合
わ
せ
る
の

は
難
し
い
。
で
も
、
腹
の
底
か

ら
声
を
出
す
の
で
、
と
っ
て
も

気
持
ち
良
い
で
す
よ
」
と
渡
辺

六
二
会
長
。

仲
間
の
少
な
い
の
が
目
下
の

悩
み
。
一
緒
に
勉
強
し
て
み
た

い
方
は
、
佐
野
セ
ン
タ
ー
(
H
6
2
8
3
2
7
3
)

へ
。

扇を手にして舞う仕舞。謡うだけで
なく体も勵かし ます

お
庭
の
松
も
冬
仕
度

花
畑
記
念
庭
園
で
雪
つ
り

足
立
の
冬
の
風
物
詩
、
花
畑

記
念
庭
園
の
雪
つ
り
が
1
2
月
4

・
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪
の
重
今

枝
を
か
た
め
な

い
よ
う
に
と
、
竹
を
芯
に
荒
縄

で
円
す
い
型
に
張
り
あ
げ
る
も

の
で
、雪
の
少
な
い
都
会
で
も
、

冬
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
装
飾
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
園
内
の
5

本
の
松

に
。
職
人
さ
ん
8
人
が
2
日
が

か
り
で
作
業
を
行
い
、
す
っ
か

り
冬
の
装
い
と
な
り
ま
し
た
。

同
園
の
雪
つ
り
は
、
昭
和
5
9

年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
特
に
雪
の
降
っ

た
時
な
ど
は
、
写
真
鷽
好
家
た

ち
の
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
畑
記
念
庭
園
(
花
畑
4
-
4
0
　
1
1

瑟
9
7
9
5
)

竹

の
塚
駅
東
口
か
ら
バ
ス
花
畑

団
地
行
き

団
地
入
口
下
車

徒
歩
3
分

者5内では、めったに見ら
れない雪つり作業に、訪
れた人も「めずらしいネ」
と見物

工
事
情
報

O
公
園
東
溯
江
庭
園
改
良
　
　

T
2
年
3
月
)
、元
溯
江
公
　

園
改
良
で
2
年
3
月
)
、六
　

木
第
四
公
園
維
持
(
～
2
年
　

2
月
)

○
道
路
堀
削
道
路
復
旧
(
六
　

木
三
丁
目
3
3
～
3
7
、～
2
年
　

3
月
)

鹿
一
小
に

鯨
現
る

鹿
浜
第
一
小
学
校
の
体
育
館

に
全
畏
1
5
M
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

が
出
現
″‥と
は
言
っ
て
も
ダ
ン

ボ
ー
ル
と
新
聞
紙
で
作
ら
れ
た

ク
ジ
ラ

。
こ
れ
は
同
校
で
2
年

に
I
度
開
か
れ
る
展
示
会
に
先

生
方
が
何
か
大
き
い
物
を
作
ろ

う
と
児
童
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

ク
ジ
ラ
が
い
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、製
作
し
た
も
の
で
す

。

2
千
沺
個
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

使
用
。
全
校
児
童
約
4
5
0人
が
お

よ
そ
1
0日
間
か
け
て
製
作
し
、

体
育
館
の
半
分
以
上
を
占
め
る

大
作
が
完
成
。
1
1月
6
日
か
ら
1
4

日
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
だ
け
大
き
な
も
の
は
、

日
本
で
は
初
め
て
で
は
な
い

か
、
と
い
う
気
持
ち
で
み
ん
な

製
作
し
て
い
ま
し
た
」
と
図
工

専
科
の
南
育
子
先
生
。
大
作
を

完
成
さ
せ
た
児
童
た
ち
は
「
一

緒
に
泳
ぎ
た
い
」「
プ
ー
ル
に
浮

か
ば
せ
た
い
に「
夢
に
出
て
き
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
思
い
も
い

ろ
い
ろ
。

鹿
一
小
の
先
生
と
児
童
が
パ

ワ
ー
を
結
集
し
て
作
り
上
げ
た

夢
と
希
望
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

し
た
。

体育館も狭 く見える大きなクジラくん

こ れが私の生涯学習

理髪業50年
髪
は
長
い
友
人
、
鹿
浜
二
丁

目
で
理
髪
店
を
営
む
川
上
マ
サ

イ
さ
ん
(
7
5
歳
)
は
。
髪
を
刈

り
続
け
て
5
0年
に
な
り
ま
す
。

「
主
人
が
2
6年
前
に
亡
く
な

っ
て
か
ら
、
私
一
人
で
子
供
4

人
を
育
て
な
が
ら
、
こ
の
店
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
今
は
子
供

た
ち
も
独
立
。
年
も
と
っ
て
き

た
の
で
、
ボ
ケ
防
止
と
生
活
の

た
め
に
働
い
て
い
ま
す
」
と
マ

サ
イ
さ
ん
。
お
客
も
近
所
の
昔

か
ら
の
お
な
じ
み
さ
ん
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
世
間
話
な
ど
、

近
所
の
お
年
寄
り
の
憩
い
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
来
年
は
辞
め
よ
う
か
と
毎

年
考
え
る
ん
で
す
が
、
私
に
は

こ
れ
し
か
な
い
の
で
、
体
の
続

く
う
ち
は
、
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
マ

サ
イ
さ
ん
。
近
所
の
人
や
お
な

じ
み
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
今
日

も
イ
キ
イ
キ
営
業
中
で
す
。

r 才旨先 が 騫力く う ち は ま

だ まフピ」 と 川 上 さ ん

工
事
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○
下
水
道
江
北
六
・
七
丁
目
　

付
近
(
～
2
年
8
月
)
西
伊
　

興
三
丁
目
・
伊
興
五
丁
目
付

近
T
2

年
8

月
)
、
鹿
浜
三

丁
目
付
近
T
2

年
3
月
)

西
新
井
四
丁
目
付
近
(
～
2
　

年
7
月
)
、舎
人
二
丁
目
付
近

T
2

年
8
月
)

ち
よ
つ
と
早
い

海
賊
サ
ン
タ
か
ら
の
贈
り
も
の

「
サ
ン
タ
が
町
に

や
っ
て
来
た

」
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
海
賊
船
に
乗
っ

た
海
賊
サ
ン
タ
た
ち

が
踊
る

愉
快
で
楽

し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
、
綾
瀬
サ
ン
ポ

ッ
プ
の
地
下
I

階
で

子
供
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
す

こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は

硬
貨
を
入

れ
る
と
一
定
の
時
間

動
く
し
く
み
。
自
然
と
通
り
か

か
る
人
た
ち
の
目
を
引
き
つ
け

ま
す

。
サ
ン
ポ
ッ
プ
社
長
の
水
村
さ

ん
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
た
末
に
。
海
賊
船
に
き

め
ま
し
た
。
綾
瀬
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
話
題
作
り
に
役
立
つ

て
い
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

集
ま
っ
た
お
金
は
、
少
し
で

も
地
元
の
役
に
立
て
ば
と
黼
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
に
寄
附

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
2
月
に
は
、東
京
武
道
館
も

出
来
る
の
で
、
綾
瀬
を
も
っ
と

活
気
の
あ
る
楽
し
い
ま
ち
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
、
意
欲
的
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

愉快な海賊サンタたち。子供たち
の人気ものです

秋晴れの下で防災訓練
東綾瀬自治会

今
年
で
2
0年
を
迎
え
た
東
綾

瀬
自
治
会
が
、
1
1月
2
6日
防
災

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

2
0周
年
記
念
と
し
て
結
成
さ

れ
た
1
3人
の
ミ
ニ
消
火
隊
は
男

性
7
人
、
女
性
6
人
の
組
織
。

お
そ
ろ
い
の
制
服
に
身
を
包

み
、区
か
ら
配
備
さ
れ
た
小
型

可
搬
ポ
ン
プ
を
巧
み
に
操
作
す

る
姿
も
真
剣
で
す
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
約
2
0
0

人
。
そ
の
中
で
も
女
性
が
多
く

家
庭
の
防
災
責
任
者
と
し
て
の

心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

矢
作
会
長
の
「
緊
急
時
に
は

ミ
ニ
消
火
隊
を
中
心
と
し
て
活

躍
を
…
…
」の
あ
い
さ
つ
の
後
、

消
防
署
の
協
力
に
よ
り
消
火
器

を
使
っ
て
の
消
火
作
業
や
応
急

于
当
の
仕
方
な
ど
元
気
い
っ
ぱ

い
の
訓
練
で
し
た
。

来
年
か
ら
は
、
毎
月
I
回
防

災
訓
練
を
行
い
、
区
の
起
震
車

「
震
太
く
ん
し
の
利
用
も
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

地域 の ミニ消 火隊 ス タート

工
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○
下
水
遭

西
綾
瀬
三
丁
目
付

近
T
2

年
3

月
)

○
公
園
綾
南
公
園
改
良
　
　

(
～
2
年
3
月
)

○
遭
路
路
面
側
溝
改
良
(
足
　

立
二
丁
目
2
7
～
3
9
・
足
立
四
　

丁
目
1
7
～
3
7
・
綾
瀬
一
丁
目
　

1
～
1
0
お
よ
び
1
9
～
2
2
、

～
2

年
3
月
)

500人の防災人文字
扇三丁目連合町会

左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
扇
の
中
に
防
災
と
い
う
字

が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
1
1月
1
2

日
、
扇
三
丁
目
連
合
町
会
(
扇

三
丁
目
町
会
、
扇
南
町
会
、
廣

三
丁
目
ア
パ
ー
ト
自
治
会
)
が

地
元
の
葉
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
防

臾
訓
練
を
行
い
、
参
加
者
沺
人

で
つ
く
っ
た
人
文
字
で
す
。

連
合
町
会
の
防
災
訓
練
は
昨

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
が
2
回

目
。
大
勢
集
ま
る
の
だ
か
ら
、

よ
り
住
民
の
協
力
体
制
を
深
め

る
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
な
い
か
と

考
え
、
人
文
字
の
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
び
ま
し
た
。

-
-
-
-
　
西
新
井
消
防
署
の
協
力
、指

導
に
よ
り
初
期
消
火

、
応
急
救

護
な
ど
の
訓
練
を
終
え
た
後
、

人
文
字
作
り
の
開
始

。
東
一
只
消

防
庁
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
撮

影
す
る
と
き
は
、
参
加
者
全
員

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

手 をつ ない で扇 の 形。防 災 の文 字 もくっ き りと

学校の周りも
きれい に

千二小の早朝掃除

千
寿
第
二
小
学
校
の
登
校
時

間
前
。
休
み
や
雨
の
日
を
除
い

て
毎
日
、
同
校
の
児
童
7
、
8

人
が
ほ
う
き
を
も
っ
て
、
学
校

の
周
り
の
道
の
掃
除
を
始
め
ま

す
。
4
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
早

朝
の
掃
除
。
5
年
生
の
当
番
制

で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
掃
除
に
は
石
河
是
徳
校

長
も
、
毎
日
い
っ
し
ょ
で
す
。

「
子
供
た
ち
に
、
働
く
す
ば
ら

し
さ
を
体
で
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
石
河
校
長
。

子
供
た
ち
か
ら
も
「
朝
早
く

て
も
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
掃

除
す
る
か
ら
楽
し
い
」「
寝
坊
し

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
つ
ら
そ

う
な
顔
は
一
つ
も
見
ら
れ
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
は
寒
い
朝
が
続
き

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
子
供
た
ち

の
元
気
な
掃
除
姿
が
見
ら
れ
そ

う
で
す
。

どんなに寒くても、元気に掃除
い工
事
情
報

C
下
水
道

f
堀
之
内
二
丁
目
付
近
(～
2

に
年
3
月
)
、
扇
三
丁
目
付
近

ノ
(～
2
年
3
月
)
、
梅
島
三
丁

心
目
付
近
(
～
2
年
3
月
)
'
卜

○
公
園

卜
関
原
二
丁
目
児
童
遊
園
改
良

二
『
(～
2
年
1
月
)
、
勍
防
災
果

ズ
樹
園
整
備
T
2
年
3
月
)
、

卜
劬
防
災
広
場
整
備
(～
2
年

卜
3
月
)

″
)
道
路
路
面
側
溝
改
良
(
梅

川
田
六
丁
目
2
6～
2
7
、～
2
年

㈲
2
月
)
、
路
面
側
溝
改
良
(
小

紳
冶
二
丁
目
?
3
7
、～
淨

苧

月
厂

ふ

り
F
数

―


